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  横浜市スポーツ医科学センターの指定管理者の選定にあたり、横浜市スポーツ医科学センター 

指定管理者選定評価委員会（以下「委員会」という。）は、業務の基準、申請要項、評価項目・基準を

作成するとともに、申請団体から提出された申請書類の審査、プレゼンテーション及び ヒアリング

審査を行いました。 

  この度、指定候補者を選定しましたので、ここにその結果を報告します。 

 

１ 委員会における選定の手順 

  委員会では、申請団体から提出された書類の審査を行うとともに、プレゼンテーション及び    

ヒアリング審査として、申請団体からの提案説明を受け選定評価委員による質疑等を行いました。 

  その後、委員による意見交換、審議を経て各委員の採点を確定し、公益財団法人横浜市スポーツ協

会を指定候補者として選定することの可否を審議しました。 

   

２ 選定結果 

  委員会において厳正な選定審査を行った結果、公益財団法人横浜市スポーツ協会を指定候補者と 

して選定しました。 
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３ 得点 

 

   項 目  評価点（合計） 

１ 総合的な基本方針・達成目標   34/40 

 指定管理者としての第４期基本方針・達成目標 34 

２ 第４期事業計画   216/240 

 １ スポーツプログラムサービス（ＳＰＳ）の実施体制 36 

 ２ 診療体制 36 

 ３ ＳＰＳ・診療以外の各種事業への取組 36 

 ４ スポーツ医科学を通した各種連携・地域貢献事業 38 

 ５ 研究活動 36 

 ６ 指定管理者による新規提案事項 34 

３ 職員配置・人材育成    108/120 

 １ 職員の確保及び配置体制の考え方 36 

 ２ 職員の人材育成への取組 36 

 ３ 働き方改革に対する取組 36 

４ 施設管理・運営体制    70/80 

 １ 修繕・備品更新に対する取組及び計画    17 

 ２ 建物・設備機器の維持保全並びに管理体制  17 

 ３ 安心・安全に対する取組（防火防災・事故防止体制・ 

緊急時の対応等） 
 18 

 ４ 市民サービス、業務水準の向上への取組（利用者 

   ニーズの把握・改善活動） 
18 

５ コンプライアンス体制    54/60 

 １ 個人情報保護に対する取組 18 

 ２ 情報公開・人権尊重・環境への配慮に対する取組 18 

 ３ 横浜市の重要施策を踏まえた取組（市内中小企業へ 

の優先発注等） 

  18 

６ 第４期指定期間における収支計画  51/60 

 １ 指定期間中の収支計画 17 

 ２ 収入増に向けた取組 17 

 ３ コスト削減に向けた取組 17 

合   計    533/600 
 

※得点率 89％（533点÷600点） 
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４ 講評 

  委員会としての講評（評価コメント）は次のとおりです。 

 

〇 民間ではできない最先端の取組がこれからさらに必要となってくる。コスト削減も重要だが、

民間のスポーツジムではできない最先端の取組を実施し、付加価値の高いサービスはそれ相応の

収入を得るなどして、適切な運営をしていただきたい。 

 

〇 公の施設でしかできないことをやっていただきたい。非常に分かりやすい説明だった。 

 

〇 本日の説明では、第３期までの課題が改善されているように感じたため、これを実行できれば

さらに良くなるのではないか。ぜひ実行してほしい。 

 

〇 設立当初から見ているが、ここまでの施設になるとは思っていなかった。よくやっていると思

う。心臓リハビリテーションを始めるという話があったが、そうなるとメタボリックシンドロー

ムへの取組もやらざるを得なくなると思う。そうして事業が広がっていった時に、この施設でな

いとできないという価値を作ることに期待している。
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５ 選定の経過 

（１） 第１回委員会      ５月 26日(火) 

（２） 申請団体決定のお知らせ        ６月 10日（水） 

（３） 公募に関する質問の受付     ６月 17日(水)～６月 23日(火) 

（４） 公募に関する質問の回答     ６月 29日(月) 

（５） 提出書類の受付      ７月 10日(金)まで 

（６） 第２回委員会      ７月 28日(火) 

    

６ 委員会の開催状況 

 第１回 

議  題 １ 委員長の選出 

２ 会議の公開について 

３ 申請要項について 

４ 業務の基準について 

５ 評価項目及び評価基準について 

日  時 令和２年 5月 26日(火)  18時 30分から 19時 10分まで 

開催場所 横浜市役所 18階会議室 みなと５ 

出 席 者 河合委員、高橋委員、横溝委員、沖野委員、大野委員 

決定事項 １ 河合委員を委員長に選出した。 

２ 次回（第２回）の委員会は非公開とした。 

３ 「申請要項」、「業務の基準」及び「評価項目及び評価基準」を事務局案の 

とおり確定した。 

 

 第２回  

議  題 １ プレゼンテーション 

２ ヒアリング 

３ 審査及び指定候補者選定 

日  時 令和２年７月 28日(火)  18時 30分から 20時 00分まで 

開催場所 横浜市役所 18階会議室 なみき 14・15 

出 席 者 高橋委員、横溝委員、沖野委員、大野委員 

欠 席 者 河合委員 

決定事項 １ 高橋委員を委員長に選出した。 

２ 申請団体からのプレゼンテーションを行なった。 

３ 委員から申請団体に対するヒアリングを行った。 

４ 各委員の採点結果を合計し、最終得点を決定した。 

５ 公益財団法人横浜市スポーツ協会を指定候補者とすることを決定した。 

６ 事務局から案を説明後、審議し、最終稿の原案は委員長に一任することと

した。 
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７ 横浜市スポーツ医科学センター指定管理者選定にあたっての評価項目及び配点 

スポーツ医科学センターの理念、設置意義に基づ
いて実現したいことなど

サービス水準の向上、コストの削減、利用促進、
危機管理、人材確保育成、クリニック及び他の各
諸室施設の運営方法などに関する基本的な考え
方など

施設の特色を活かし、センターでどのような事業を
展開するのか、事業実施の基本方針と体系、それ
らが生み出す効果など

スポーツプログラムサー
ビス（SPS）の   実施体制

スポーツプログラムサービスの具体的な実施方
法、実施体制、利用料金、効果など

5

診療体制
疾病予防及び積極的治療へのスポーツの具体的
な活用方法、実施体制など

5

SPS・診療以外の各種事
業への取組

SPS・診療以外の市民の健康づくりを進めるため
の考え方と具体的事業内容、利用料金、効果など

5

スポーツ医科学を通した
各種連携・地域貢献事業

スポーツ振興や市民の健康増進への具体的な貢
献策、競技力向上に向けた具体的な事業内容、効
果など

5

研究活動
スポーツ指導者の養成、スポーツ医科学に関する
研究、情報の収集・提供など、その他センターで実
施する事業の考え方と具体的事業内容、効果など

5

指定管理者による  新規
提案事項

第４期指定期間に新規に行う具体的な事業内容
及びその考え方、効果など

5

職員の確保及び配置体
制の考え方

センターに配置するスタッフの職種及び資格、人員
配置、雇用形態、責任者の配置など

5

職員の人材育成への取
組

求められるスキルとその育成策、職種別キャリア
形成プランなど

5

働き方改革に対する取組 長時間労働の抑制、有給休暇の取得など 5

修繕・備品更新に対する
取組及び計画

設備の修繕、高額医療機器等の備品の更新に関
する考え方及び具体的な計画など

5

建物・設備機器の維持保
全並びに管理体制

保守・点検等の適切な実施など 5

安心・安全に対する取組
（防火防災・事故防止体
制・緊急時の対応

安全な医療の確保、緊急時の対応、リスク回避に
ついての具体的計画など

5

市民サービス、業務水準
の向上への取組（利用者
ニーズの把握・改善活動）

市民サービスのあり方、業務水準の向上、施設の
PR、利用促進策、モニタリング等についての具体
的計画など

5

個人情報保護に対する取
組

個人情報保護の考え方及び具体的な取組など 5

情報公開・人権尊重・環
境への配慮に対する取組

情報公開、人権尊重及び環境への配慮に対する
考え方及び具体的な取組など

5

横浜市の重要施策を踏ま
えた取組

市内中小企業への優先発注、男女共同参画推進
等の横浜市の重要施策を踏まえた取組など

5

指定期間中の収支 計画
令和３年度から令和７年度までの指定管理経費
（維持管理運営費-施設運営収入)の考え方、目標
及び年次計画

5

収入増に向けた取組
利用料金を中心とした収入増を実現するための具
体的方策及び年次計画

5

コスト削減に向けた取組
コスト削減、効率的運営のための具体的方策及び
年次計画

5

150

 5 …特に優れた考え方と具体策が明確に
　示され、実現性が大いに認められる

4 …優れた考え方と具体策が示され、実
　現性が認められる

3 …考え方と具体策が示され、実現性が
　ほぼ認められる

2 …考え方と具体策に抽象的・不明確な
　点があり、実現性を認めにくい

1 …考え方と具体策に抽象的な・不明確
　な点が多く、実現性を認められない

 5 …特に優れた考え方と具体策が明確に
　示され、実現性が大いに認められる

4 …優れた考え方と具体策が示され、実
　現性が認められる

3 …考え方と具体策が示され、実現性が
　ほぼ認められる

2 …考え方と具体策に抽象的・不明確な
　点があり、実現性を認めにくい

1 …考え方と具体策に抽象的な・不明確
　な点が多く、実現性を認められない

④

①

③

①

②

③

④

②

③

採点の基準評価項目 配　点内    容

 5 …センターの設置理念を十分に理解し、
　  明確で特に優れた考え方が示されている
 4 …センターの設置理念を理解し、明確で

　優れた考え方が示されている
 3 …センターの設置理念をほぼ理解し、適

　切に考え方が示されている
2 …センターの設置理念について理解に
　不足する点が見られ、考え方が明確・

　適切に示されていない点がある
1 …センターの設置理念についての理解
　に欠け、考え方も不明確・不適切である

5

5 …計画内容が特に優れており、具体性
　及び実現性も大いに認められる

4 …計画内容が優れており、具体性及び
　実現性が認められる

3 …計画の具体性及び実現性がほぼ認
  められる

2 …計画は具体性に欠ける点があり、実
  現性を認めにくい

1 …計画は具体性に欠ける点が多く、実
  現性を認められない

⑥

計

３　職員配置・人材育成 10点満点×３項目　＝　30点満点

①

４　施設管理・運営体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５点満点×４項目　＝　20点満点

②

② ×1

③

×2 60

１　総合的な基本方針・達成目標 10点満点×１項目　＝　10点満点

２　第４期事業計画 10点満点×６項目  ＝　60点満点

10×2
指定管理者としての第４
期基本方針・達成目標

①

①

②

③

30×2

20

15

⑤

 5 …特に優れた考え方と具体策が明確に
　示され、実現性が大いに認められる

4 …優れた考え方と具体策が示され、実
　現性が認められる

3 …考え方と具体策が示され、実現性が
　ほぼ認められる

2 …考え方と具体策に抽象的・不明確な
　点があり、実現性を認めにくい

1 …考え方と具体策に抽象的な・不明確
　な点が多く、実現性を認められない

６　第４期指定期間における収支計画                                            ５点満点×３項目　＝　15点満点

×1 15

 5 …特に優れた考え方と具体策が明確に
　示され、実現性が大いに認められる

4 …優れた考え方と具体策が示され、実
　現性が認められる

3 …考え方と具体策が示され、実現性が
　ほぼ認められる

2 …考え方と具体策に抽象的・不明確な
　点があり、実現性を認めにくい

1 …考え方と具体策に抽象的な・不明確
　な点が多く、実現性を認められない

×1

５　コンプライアンス体制　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５点満点×３項目　＝　15点満点
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８ 横浜市スポーツ医科学センター指定管理者選定委員会委員（五十音順・敬称略） 

氏  名 所 属 等 

大野 和子 横浜市保健活動推進委員 都筑区会長 

沖野 智子 日本公認会計士協会神奈川県会 公認会計士 

◎河合 祥雄 順天堂大学名誉教授 等 

 〇高橋 正明 群馬パース大学保健科学部教授 等 

横溝 三郎 東京国際大学駅伝部総監督 

  ◎…第１回目委員長 

  〇…第２回目委員長 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


